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2個の口柄を有するハナガサクラゲ

(刺胞動物Fl,ヒドロ虫綱)のたいへん稀な記録

久保田 信*

Shin Kubota: Very rare record of Olindiasformosa (Cnidaria, Hydrozoa) with two manubria from Japan

本州中部以南の沿岸に分布する大形のヒドロクラゲで

あるハナガサクラゲOlindiasformosaは,和歌山県白浜

町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所``北浜"では4 -

8月に漂着することがあるが(久保田, 2003, 2004),

和歌山県田辺湾でのプランクトンネット曳きでは,小形

の未成熟クラゲでさえ1個体も採集されたことがない

(久保田, 2008;河村ほか, 2009)。今回, 2011年6月15

E=こ, "北浜"の満潮線付近に, 2口柄を有する大形個体

が生きたまま打ち上がったので報告する。

この成体の傘径は7cmほどの普通の大ききで,よく

発達した生殖巣が1個ずつ4本の放射管の各々に形成さ

れていた。この個体には,普通サイズのロ柄とその根元

から分岐した少し小さく短いロ柄があった(図1)。この

個体は浜に漂着して間もない状態だったので,水槽中に

収容すると, 2週間ほどは餌を与えなくても元気に生存

した(図1)。

このような2個の口柄を有する個体は,世界のヒドロ

クラゲ類でもたいへん稀で,日本からは田辺湾産の1個

体のヤセオペリアObeliadichotomaのみで知られてお

り,世界でも少数の種でしか報告例がない(河村ほか,

2003)c　なぜ2口柄を持つようになったのかは,不明な

ままである。
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図1和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所"北浜''
に2011年に漂着した2個の口柄を有するハナガサクラゲ
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